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昨
年
４
月
１
日
に
新
「
西
尾
市
」

の
発
足
を
迎
え
ま
し
た
。
　
年
度

２３

は
「
融
和
」
を
市
政
運
営
の
理
念

に
掲
げ
、
新
市
の
皆
さ
ま
が
そ
れ

ぞ
れ
調
和
を
図
り
、
合
併
効
果
を

い
ち
早
く
発
現
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
１
市
３
町
そ
れ
ぞ
れ
が
培
っ

て
き
た
伝
統
と
文
化
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
、
新
市
と
し
て
の
一
体
感

や
礎
を
創
り
上
げ
る
に
は
、
今
し

ば
ら
く
の
時
間
が
必
要
で
す
。
こ

の
先
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
融

和
」
の
精
神
を
保
ち
続
け
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
新
年
度
の
市
政
運
営
の
理
念
と

し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
「
融
和
」

と
新
た
に
「
協
働
」
を
掲
げ
ま
す
。

「
融
和
」
は
新
市
の
皆
さ
ま
の
関

係
を
よ
り
深
化
さ
せ
、
新
市
の
一

体
感
を
早
く
醸
成
し
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
引
き
続
き
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
す

る
公
共
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
汗
を
か
く
、

民
と
官
の
「
協
働
」
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
で
す
。
そ
れ
が
や
が
て
は
地
域

を
愛
す
る
源
と
な
り
、
住
民
自
治

の
充
実
と
新
市
の
発
展
へ
結
び
つ

く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
明
日
の
西
尾
市
づ
く
り
」
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
数
年
間
が
、
若
い
世
代

へ
新
市
を
引
き
継
ぐ
た
め
の
正
念

場
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
合
併
後
初
の
本
格
的
な
予
算
編

成
と
な
る
た
め
、
　
年
度
の
決
算

２３

見
込
み
額
を
参
照
し
、
事
務
事
業

の
徹
底
的
な
精
査
を
行
い
ま
し
た
。

長
引
く
不
況
か
ら
歳
入
で
は
市
税

の
落
ち
込
み
が
予
測
さ
れ
、
　
年
２３

度
よ
り
３
億
円
ほ
ど
の
減
収
と
な

る
２
６
２
億
円
程
度
を
見
込
み
、

歳
出
で
は
福
祉
施
策
の
拡
充
な
ど

に
よ
り
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
　
年
度
よ
り
９
億
円
ほ
ど
増
額

２３
し
た
５
２
７
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
予

算
で
は
、
１
０
０
０
億
円
を
超
え

る
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
課
題
に
は

優
先
的
に
配
分
し
、
選
択
と
集
中

に
よ
る
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　■
観
光
の
振
興

　
関
係
機
関
や
旅
行
会
社
な
ど
と

の
連
携
を
図
っ
て
観
光
客
の
誘
致

に
努
め
、
観
光
協
会
を
通
し
て
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
西

尾
商
工
会
議
所
が
実
施
す
る
観
光

ル
ー
ト
や
特
産
品
を
使
っ
た
新
商

品
の
開
発
な
ど
の
事
業
を
支
援
し

ま
す
。
さ
ら
に
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
、
認
知
度
の
向
上
と

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

■
創
業
支
援

　
前
年
度
よ
り
内
容
の
充
実
し
た

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

起
業
を
目
指
す
方
へ
の
資
金
面
で

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　２月２８日から３月２３日までの日程で市議会定例会が行われました。初日の施政方針

演説で榊原市長は「新市基本計画の将来像である『自然と文化と人々がとけあい心豊

かに暮らせるまち』を２４年度の施政方針とし、『融和』と『協働』を市政運営の理念

に掲げ、活力とやすらぎのある新市の礎づくりを進めます」と決意表明し、今年度の

主な施策について説明しました。今号では、その概要についてお知らせします。

市
政
運
営
の
理
念
は

「
融
和
」
と「
協
働
」

予
算
編
成
に
つ
い
て

▲東京都庁で行われた物産展は多くの
人で賑わった。

▲２４年度の施政方針
を説明する榊原市長

自然自 然 とと 文化文 化 とと 人々人 々がとけあが と け あ いい
心心豊豊かかに暮らせるまに暮 ら せ る ま ちち

Ｎｉｓｈｉｏ
ｃｉｔｙ平成　 年度

施政方針
２ ４

　
年
度
の
主
な
施
策

２４

No.1
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

産
業
づ
く
り



３ 平成２４年４月１日号広報

■
農
 畜
 水
 産
 業
 と
 地
 産
 地
 消
 の
 推
 進

　
全
国
に
誇
る
て
ん
茶
産
地
と
し

て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
西
尾
の
抹

茶
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
よ
り
高
め

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
シ

ラ
ス
ウ
ナ
ギ
資
源
の
維
持
や
増
加

へ
の
支
援
に
努
め
、
生
産
量
日
本
 

一
を
誇
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
一
色

産
う
な
ぎ
」
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
策
定
中
の
第
２
次
西
尾
市

食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
料
理

教
室
や
農
業
体
験
の
実
施
や
地
元

産
の
農
畜
水
産
物
を
生
か
し
た
地

産
地
消
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

■
佐
久
島
の
振
興

　
八
十
八
弘
法
な
ど
を
巡
る
ル
ー

ト
を
散
策
道
と
有
機
的
に
連
携
さ

せ
て
確
立
し
、
新
た
な
観
光
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
宿
泊
滞
在
型
農
業
体
験
施

設
で
あ
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を

４
月
に
開
園
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

老
朽
化
が
進
む
「
第
二
さ
ち
か
ぜ
」

に
代
わ
る
船
の
建
造
に
着
手
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
島
に
渡
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

■
愛
知
こ
ど
も
の
国
の
存
続

　
県
に
対
し
、
愛
知
こ
ど
も
の
国

全
体
の
存
続
と
、
維
持
管
理
費
を

軽
減
し
た
上
で
引
き
続
き
県
に
よ

る
管
理
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
企
業
誘
致
の
推
進

　
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

な
り
、
企
業
へ
出
向
く
こ
と
や
県

内
外
の
企
業
立
地
フ
ェ
ア
へ
の
積

極
的
な
出
展
に
よ
り
、
当
市
へ
の

進
出
の
優
位
性
を
訴
え
ま
す
。
ま

た
、
県
と
連
携
し
て
引
き
続
き
衣

浦
　
号
地
へ
の
企
業
誘
致
に
取
り

１４
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
所
有
の

用
地
に
つ
い
て
基
本
計
画
の
策
定

を
県
へ
要
望
す
る
と
と
も
に
、
現

在
策
定
中
の
市
の
総
合
計
画
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で

も
、
産
業
複
合
ゾ
ー
ン
と
し
て
位

置
付
け
て
い
き
ま
す
。

■
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
活
性
化

　
赤
字
を
計
上
す
る
運
行
状
況
を

好
転
さ
せ
る
た
め
、
名
鉄
西
尾
・

蒲
郡
線
活
性
化
実
施
計
画
（
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
い
て
昨

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
運
動
の
輪

を
よ
り
広
げ
て
い
き
ま
す
。

■
公
共
交
通
空
白
地
対
策

　
旧
３
町
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

交
通
空
白
地
へ
、
既
存
の
鉄
道
・

バ
ス
路
線
と
自
宅
と
の
間
を
予
約

制
の
タ
ク
シ
ー
で
結
ぶ
「
デ
マ
ン

ド
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
導
入

を
進
め
ま
す
。

■
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
　
年
度
中
に
藤
井
イ
ン
タ
ー
ま

２４
で
整
備
が
進
む
名
豊
道
路
の
４
車

線
化
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
岡
崎

バ
イ
パ
ス
全
線
の
早
期
４
車
線
化

を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
道
西
尾
幡
豆
線
の
吉
良
町
木

田
か
ら
鵜
ケ
池
町
ま
で
の
区
間
の

早
期
整
備
を
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

ま
た
今
川
細
池
２
号
線
や
亀
沢
神

下
線
な
ど
の
早
期
整
備
を
目
指
し

ま
す
。

■
 居
住
環
境
の
整
備
に
よ
る

　
定
住
促
進

　
計
画
中
で
あ
る
羽
塚
西
地
区
の

事
業
化
に
向
け
た
支
援
や
、
施
行

中
の
平
坂
東
部
地
区
と
吉
山
地
区

の
支
援
を
し
、
市
街
地
整
備
を
進

め
ま
す
。

　
西
尾
地
区
　
・
４
佐
、
一
色
地

６１

区
　
・
６
佐
、
吉
良
地
区
　
・
４

１５

３３

佐
、
幡
豆
地
区
７
・
６
佐
の
公
共

下
水
道
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

福
地
中
部
地
区
の
農
業
集
落
排
水

事
業
で
は
　
年
度
で
の
完
了
を
目

２５

指
し
ま
す
。

■
水
道
施
設
の
強
化

　
老
朽
管
更
新
事
業
を
一
色
地
区

で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

の
応
急
給
水
に
対
応
す
る
た
め
、

重
要
管
路
更
新
事
業
を
西
尾
・
吉

良
・
幡
豆
地
区
で
行
う
と
と
も
に
、

施
設
耐
震
事
業
と
し
て
上
羽
角
配

水
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
施
工
し

ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
拡
充

　
４
月
に
保
育
園
棟
が
開
園
す
る

（
仮
称
）
室
場
こ
ど
も
園
に
、
知

的
障
が
い
児
の
た
め
の
通
園
施
設

棟
の
建
設
を
議
会
へ
提
案
し
ま
す
。

　
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
庭
芝
生

化
を
、
新
た
に
３
園
で
実
施
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
が
検
討
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、
地
方

側
の
意
見
を
十
分
に
く
み
取
る
よ

う
国
に
強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

■
学
校
教
育
の
充
実
化

　
一
部
学
年
で
実
施
し
て
い
る
少

人
数
指
導
教
員
の
配
置
を
継
続
し

ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
級
の

児
童
生
徒
や
発
達
障
害
児
童
を
ケ

ア
す
る
特
別
支
援
教
育
補
助
者
や
、

学
校
司
書
の
増
員
に
努
め
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら

学
ん
だ
事
例
を
活
か
し
、
児
童
生

No.2
利
便
性
と
快
適
性
を

高
め
る
基
盤
づ
く
り

▲老朽化が進む第二さちかぜ。
新造船は２０ｔ未満の小型船で、
ランニングコスト削減や高速
化、バリアフリー化を図る。

▲（仮称）室場こども園完成予想図。
向かって左側が通園施設棟、右側が
保育園棟。

No.3
地
域
を
支
え
る
文
化
と

人
を
育
む
環
境
づ
く
り



徒
が
自
ら
命
を
守
り
抜
く
防
災
教

育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

■
教
育
施
設
の
整
備

　
小
学
校
体
育
館
屋
根
の
耐
震
改

修
や
老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
の
改
修

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
」
学

習
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

西
尾
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　
西
尾
城
二
之
丸
跡
北
側
部
分
に

つ
い
て
、
歴
史
公
園
と
一
体
化
し

た
史
跡
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
市
内
の
全
図
書
館
が
１
枚
の
貸

出
カ
ー
ド
で
利
用
で
き
る
よ
う
、

シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
ま
す
。

■
満
足
度
の
高
い

　
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
慢
性
的
な
医
師
や
看
護
師
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、
大
学
病
院
な

ど
へ
医
師
派
遣
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
地
元
出
身
の
医
師
へ
働
き

か
け
て
医
師
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
「
市
民
病
院
に
対
す
る
要
望
を

聞
く
会
」
な
ど
で
市
民
の
要
望
の

把
握
、
医
療
機
器
の
充
実
な
ど
を

行
い
、
二
次
救
急
病
院
・
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し

ま
す
。

■
福
祉
施
策
の
展
開

　
　
年
度
に
策
定
し
た
地
域
福
祉

２３
計
画
お
よ
び
障
害
者
計
画
・
第
３

期
障
害
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
各

種
障
害
者
福
祉
事
業
を
展
開
し
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

よ
う
、
高
齢
者
福
祉
お
よ
び
介
護

保
険
事
業
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
子
ど
も
や
妊
産
婦
の

　
健
康
づ
く
り
を
支
援

　
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

無
料
化
や
妊
産
婦
・
乳
児
健
康
診

査
の
公
費
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
ジ
フ
テ
リ
ア
百

日
せ
き
破
傷
風
混
合
予
防
接
種
を
、

集
団
接
種
か
ら
個
別
接
種
へ
切
り

替
え
ま
す
。

■
看
護
師
教
育
の
充
実

　
看
護
専
門
学
校
の
専
任
教
員
を

１
人
増
員
し
、
地
域
医
療
を
支
え

る
看
護
師
の
養
成
に
努
め
ま
す
。

■
公
園
整
備
に
着
手

　
道
の
駅
に
し
お
岡
ノ
山
・
古
川

緑
地
・
八
ツ
面
山
公
園
と
一
体
利

用
が
で
き
る
憩
い
の
場
「
親
子
で

楽
し
め
る
公
園
」
の
整
備
に
着
手

し
、
今
年
度
は
橋
り
ょ
う
の
設
計

や
用
地
補
償
を
行
い
ま
す
。

■
環
境
へ
の
取
り
組
み

　
低
公
害
車
で
あ
る
電
気
自
動
車

や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

の
新
車
登
録
に
対
す
る
補
助
制
度

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
者
に
対

す
る
補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

■
防
災
力
の
向
上

　
県
に
対
し
「
第
２
次
あ
い
ち
地

震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
本
市
の
海
岸

堤
防
の
耐
震
化
整
備
が
早
急
に
進

む
よ
う
に
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

　
旧
３
町
の
同
報
無
線
の
操
作
卓

統
合
工
事
を
行
い
、
市
役
所
か
ら

市
内
全
域
に
一
斉
放
送
が
可
能
と

な
る
機
器
の
整
備
や
移
動
系
無
線

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
大
幅

に
改
定
さ
れ
た
国
の
防
災
基
本
計

画
や
今
後
発
表
さ
れ
る
被
害
想
定

に
基
づ
き
、
県
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
市
の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
市
民
、
行
政
、

調
整
役
を
担
う
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
「
協
働
」
に
よ
り
、
 叡
  智
 

え
い
 
ち

を
集
結
し
て
防
災
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　
自
分
の
身
は
ま
ず
自
分
で
守
る

と
い
う
「
自
助
」
と
お
互
い
が
助

け
合
う
「
共
助
」
の
精
神
が
浸
透

す
る
よ
う
、
自
主
防
災
会
組
織
と

連
携
し
た
防
災
教
育
活
動
に
努
め

ま
す
。

■
消
防
力
の
強
化

　
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
、

耐
震
性
貯
水
槽
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
通
信
指
令
施

設
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
　
年
２５

度
の
整
備
に
向
け
て
高
機
能
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
　
年
度
の
運

２７

用
を
目
指
し
て
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
設
備
の
基
本
設
計
を
実
施

し
ま
す
。

■
行
財
政
改
革
の
推
進

　
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
か

ら
の
提
言
を
反
映
し
、
新
た
に
策

定
し
た
西
尾
市
行
財
政
改
革
大
綱

と
第
４
次
実
行
計
画
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
　
年
度
に
は
中
長
期

２４

的
な
財
政
計
画
・
償
還
計
画
を
策

定
し
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

■
行
政
機
構
の
改
編

　
公
共
施
設
対
策
お
よ
び
債
権
整

理
対
策
の
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
「
室
」
に
格
上
げ
し
、
高
度

で
専
門
的
な
事
務
事
業
を
立
案
で

き
る
組
織
体
制
を
整
え
ま
す
。

■
公
共
施
設
の
再
配
置

　
「
西
尾
市
公
共
施
設
再
配
置
基

本
計
画
」
を
推
進
す
る
た
め
、
　２６

年
度
か
ら
５
年
間
の
具
体
的
な
再

配
置
プ
ラ
ン
で
あ
る
実
施
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
再
配
置
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
債
権
管
理
の
適
正
化

　
市
の
全
未
収
債
権
に
つ
い
て
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
徴
収
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
債
権
回
収
の

た
め
の
業
務
相
談
を
開
始
し
、
各

課
か
ら
の
専
門
的
な
相
談
に
対
応

し
ま
す
。

■
新
市
の
礎
づ
く
り
の
指
針
策
定

　
第
７
次
総
合
計
画
と
し
て
、
　２３

年
度
実
施
の
市
民
意
識
調
査
や
協

働
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら

の
提
言
を
反
映
さ
せ
、
審
議
会
に

諮
る
と
同
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
　
年
度
か

２５

ら
　
年
間
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

１０
※
施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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No.5
安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
づ
く
り

No.4
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

No.6
市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、

行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

▲分館（一色・吉良・幡豆）の貸
出カード（左）を、西尾市立図書
館のカード（右）へ統一予定。

▲車体などの老朽化が著しい消防署
東出張所の高規格救急自動車に代わ
って配備される。

施政方針
Ｎｉｓｈｉｏｃｉｔｙ

平成２４年度


